
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 4回 理事会  

日 時 令和 4年 7月 8日  18:30～20:55 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、     

浦川純二、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、飯野朋彦、池田章子、森健次郎 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、河島ます子、野上和歌 

その他：小川弘孝 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）日本関節運動学的アプローチ(AKA)医学会・理学・作業療法士会第 22回学術集会のお知らせについて 

   10 月 10 日、福岡で 3 年ぶりとなる日本関節運動学的アプローチ医学会 理学・作業療法士会第 22 回
学術集会が開催される。開催は福岡国際会議場でハイブリッド形式を予定。本会ホームページでの周
知について検討した結果、事務局から正式にホームページへの掲載依頼を出してもらうよう働きかけ
る。本議案について審議は行われなかった。 

 ２）令和 4年度九州ブロック管理者研修会企画（案）について 
   今年度、九州ブロック管理者研修会が本県担当。案として、日時は 10月 1日か 8日、13時から 16時

50分のフルリモート。内容は森本常務理事、小川先生の講義後ディスカッションを検討。10月 1日の
日程で九州ブロックに提示することで審議。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）佐世保・県北地区研修会の補正予算のお願いについて 
   佐世保・県北地区と学術局で、ハイブリッドで実技も含めた研修会の合同開催を企画しているが、予

算がかなりオーバーしている。密な話し合いが必要だった点、三本立てで 2 日間の日程となった点、
ハイブリッドとなった点が原因。本格的なハイブリッド開催で各地区のモデルと位置付け、各地区か
らの見学も受け入れるなど人材育成の役割も果たすことで、今後別地区での開催を容易にすることも
狙いとする。以上の理由から補正予算を検討。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）中学校ソフトボール九州大会、中総体ハンドボール競技について 
   6月に依頼あり。当初の事業計画になかったが、三役で承認後スタッフ募集を行い決定。感染状況にも

左右されるが、地域ケア会議推進リーダーの士会指定事業とする。審議の結果、提案通り可決され
た。 

 ５）長崎県中学校総合体育大会サッカー競技役員派遣と士会指定事業について 
   7 月 23、25 日に長崎市総合運動公園にて開催予定。スタッフは 2 名で謝金は 1 万円。これを協会に入

金いただき、こちらから協会の規定で活動費を出す形。まず、スタッフ派遣をしてよいか審議、その
後、士会指定事業と認めるか審議。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）新入会承認について 
入会 9名、退会 1名、休会 3名、復会 0名。審議の結果、提案通り可決された。 

 ７）令和 4年・5年 組織図（案）ならびに執行役員リスト（案）について 
   組織図について、今年度の変更点を示す。委員会は変化なし。特別委員会で設立 50 周年が 50 年誌作

成委員会に変更。骨折予防対策事業委員会が新設。局は庶務部の中に ICT 整備班が新設。教育学術局
を 3 つの部に整理。学術研修部に今までの部門が班として含まれる。生涯学習部の中に新人教育班と
専門領域班。社会事業局の中に社会事業部、地域包括ケア部、スポーツ推進部、保健福祉部が入る。
社会事業部の中に身分保険班、国際事業班、管理者研修班、地域包括ケア部に啓発事業班、推進リー
ダー班。スポーツ推進部は高齢者、障害者も含めスポーツ全般。福祉保健部は今まで通り、JPTA か
ら依頼の来る糖尿病対策、循環器対策、小児リハ対策などの窓口となる。地域局の 10 地区は変わらな
いが、県北地区を佐世保・県北地区へ変更。記載方法について、西彼西海地区などの表記を西彼・西
海地区に変更。他地区も同様に統一した。島原地区は島原・雲仙地区に変更。執行役員リストは決定
分までを審議し、未定部分は三役に一任する形。審議の結果、提案通り可決された。 

 ８）分掌規程（案）について 
   組織図に伴い変更点あり、審議は次回以降の理事会に持ち越しとなった。 
 ９）組織規程（案）について 
  組織図に伴い変更点あり、審議は次回以降の理事会に持ち越しとなった。 
２）報告事項 
１）令和 4年度 定時総会について 

   令和 4 年度の定時総会を 6 月 12 日に開催した。当日出席が 59 名、委任状出席 1,398 名で計 1,457 名
だった。支出は印刷製本費で 306,900円。 



２）令和 4年度 第 1回協会指定管理者研修会及びネットワーク研修会について 
   6月 25日に開催。2部構成で、1部で佐々木常務理事、講義 2で大山会長、第 2部で井手副会長の講義

後グループワークを実施。運営スタッフ 11名、参加者 31名。参加者増加のための広報が課題。 
 ３）令和 4年度 第 1回佐世保・県北地区事例検討会・研修会について 
   7 月 23、24 日に開催予定。第 1 回事例検討会を 7 月 23 日、発表者は 3 名。ハイブリッド形式でアル

カス佐世保にて。こちらは Zoomミーティングを使用予定。15時 30分から浦川理事を講師に後期研修
を実施。ハイブリッド形式でこちらは Zoom ウェビナーを使用予定。7 月 24 日は学術局との合同研修
会を予定。参加を促していく。 

４）令和 4年度 第 1回スポーツ理学療法推進研修会について 
   第 1回の事業として対面形式、実技ありの形で実施。50名募集し 32名の参加。マニュアル内容の啓発

も行った。参加者同士のコミュニケーションやサポートする姿も見られた。 
５）小学生ソフトボール大会進捗報告について 
  令和 4 年 10 月 2 日、佐世保市立春日小学校グラウンドにて開催予定。雨天時は体育館で実施となる。

運営と障害予防の指導、ストレッチの指導。参加は 16 チームを募集し、7 月上旬には公文書を発送予
定。 

６）令和 4年度 長崎県高等学校総合体育大会サッカー競技メディカルサポート活動について 
  4市、4日間の対応で参加者 7名、20試合に対応。対応件数は 9件で救急搬送が 1件。 

７）島原・雲仙地区での啓発活動について 

  島原・雲仙地区の啓発活動はコロナの影響でスタッフの協力が難しいため中止の打診あり。協議した
結果、今年度の島原雲仙地区の啓発活動は中止にとなった。 

８）中学校ソフトボール大会、中総体ハンドボール競技役員派遣について 
  ソフトボール 5 名、ハンドボール 2 名で長崎と佐世保、その地区の先生に出ていただくことで配置も

完了。業務内容は応急処置、対応など。金額は協会の規程にて支払うことで進める。 
９）NPアラート発令報告について 
  今回 2件発令。6月 20日からの大雨で 21日に長崎市、島原市、南島原市、雲仙市に警戒レベル 4が発

令され、2 日後にアラートを発令。回答は 108 施設中 39 施設回答、島原は 27 施設中 7 施設で回答あ
り。2 回目は台風 4 号で南島原と雲仙市に警戒レベル 4 が発令され、アラートを発令。回答率は 27 施
設中 3施設。長崎地区の連絡網完成や各地区の災害担当者の配置も課題。 

１０）50周年記念誌作成について 
   式典をフルリモートで行った経緯もあり、斎藤会長と小川先生の動画でいただいた分や、中田会長

の発言を文字に起こして載せてはどうか。OT・ST 協会の会長は改めて依頼してはどうか。歩みで
は歴代会長の東山先生、塩塚先生、山田先生の 3 名に寄稿いただく予定。また県内養成校 4 校から
各 1 名寄稿の依頼を検討。各種表彰受賞者は過去に日本理学療法士協会の協会長賞を取られた先生
方と、医療功労賞のお二人をご紹介させていただきたい。歴代役員一覧も掲載予定。三役に若手を
加え、理学療法士のこれからをテーマとした対談も検討。 

（３）その他報告事項 
 １）50周年記念品について 

ほぼ配布は完了。 
 ２）名刺刷新について 
   新組織に伴い名刺を作成。 
 ３）ポケットWi-Fiについて 
   県士会で契約しているポケット Wi-Fi について、地域局は DoCoMo で、総務部と生涯学習部が Wi-

MAX。質の向上を目的に、更新が近い生涯学習部のものを解約して DoCoMo への乗り換えを検討。総
務部はあと 2年契約が残る。 

 ４）骨折予防事業について 
   7月から 8市町で展開予定。7月 16日の平戸市から開始。 
 ５）拡大理事会について 
   8月 12日、役員が代わったこともあり、拡大理事会を開催予定。 

 


